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「高齢化社会の日本には、裏ごし料理のおいしいメニューが必要」                     

記者 MOTOKO RICH                               
取材助手うえの ひさこ 

     中見出し －おいしい食事で質の高い人生を目指そうー 
 
横浜からお伝えします。あるレストランでこれを取材しているちょうどその時、94 歳の男性が

昼食を食べにやって来ました。家を出る時から、今日はイカとねぎの炒め物を味わいつくそうと決

めていたそうです。この方は「しのだ えいご」さんとおっしゃり、元は造船会社の重役を務め、

また第二次世界大戦中は戦闘機乗りだったそうです。今、「しのださん」は車いすでの生活を送っ

ていて、硬い物を噛むことができなくなっています。でも最近はプラスチックのスプーン（ちなみ

にきれいな空色です）を使って食事をするのに何の障害もありません。レストラン「風の音」では

この炒め物をミキサーで裏ごしして「しのだ」さんたちのグループに提供しているからです。「し

のだ」さんたちは「風の音」近くの老人ホームからやって来ているのです。この炒め物はあまり食

欲を誘うものではないように見えましたが、「しのだ」さんにはまるで魔法のような効果を発揮し

ました。しのださんはお皿をなめるように綺麗にして食事を終えました。 
「風の音」は、横浜郊外にあるのですが、咀嚼や嚥下が困難な人向けの食事をシニア層に提供す

る日本でも数少ないレストランの一つです。このようなレストランではお子様向けのメニューを長

らく提供してきましたが、中にはそれと同じようなやり方でシニア層向けの特別メニューを提供し

ているお店もあるのです。 
今や日本の 65 歳以上の高齢者比率は人口の四分の一以上を占めていて世界で最高の比率となっ

ています。その日本では世界に先駆けて、高齢者に見合った援護手立てをとっています。例えば銀

行の受付に老眼鏡を用意したり、市役所窓口にはステッキ置き場を設置したりしています。日本は

今高齢者の増加に対応する広範な努力をしています。そしてその努力は急速な高齢化による社会変

化に揺さぶられ始めている世界のたくさんの富裕地域に対してお手本を示していると言えます。そ

の地域には西ヨーロッパの多くの国々をはじめ韓国や香港などが含まれます。 
最近日本では、いろいろな食品会社が食べ物の噛み心地を変えたり、飲み込みやすくできるとろ

み剤を開発しています。日本には、心をくだいて調理し、また見た目にも美しい料理を作る文化が

根づいています。調理人たちはこれらのとろみ剤を使って、ジューサーにかけた材料を見た目に美

しい料理に変えることができるのです。 
 横浜の「むつあい老人ホーム」では、入居者たちに変化に富んだ食事を提供するために常に試行

錯誤を繰り返しています。最近のお昼のメニューを紹介しましょう。主菜は甘酸っぱくマリネード

漬けにした人参と大根添えの鱸（すずき）。副菜はほうれん草とキノコ。嚥下がやや困難な入居者

にはメニューを変えて出しています。スズキの代わりにはもっと柔らかいヒラメを、また副菜では

キノコはやめホウレンソウからは硬い茎を取り除いて、提供しています。もっと重症の嚥下困難者

のためにはさらに手を加えています。まず材料をミキサーにかけ、ゼラチン粉を加え、真空保存袋 
に入れておきます。そして次にそれを型に流し込んで、まるで本物のように見える魚の切り身にし、

人参と大根の千切りを添えて一品を作り上げます。この老人ホームで働いている管理栄養士の「え

がしら ふみえ」さんは次のように言っています。「私どもは入居者さんに、それぞれに応じた歯



ごたえ、味、見た目を楽しんでいただきたい。それは入居者様の一番の喜びだと思っています。皆

さんのおなかがいっぱいになったり、安全に食べられたりするだけでは私たちは満足していません。

食べる喜びを感じていただき、みんなで一緒に食事をしていただきたいと思っています。」日の光

がさんさんと降り注ぐ食堂で、70 歳から 99 歳の 8 人の女性の入居者たちが食事をしています。3
人の介助者たちがぐるぐる動き回り、入居者それぞれの呑み込み困難度に合わせた料理を運んでき

ます。箸を上手に使って食事をしている入居者の一人の傍らで、栄養士の「すずき なつこ」さん

はこう言いました。「二、三年前は、料理はただ単に刻んだり裏ごししたりしただけのもので、入

居者の食欲をそそるものではありませんでした。でも今は、入居者たちは自分が今何を食べている

のかがはっきりわかって食事をしています。」 
ふじた健康大学の「さいとう えいいち」教授はこう述べています。「人は年を取るにつれ、だ

んだんと動きに制約が出てきます。その中で食事は日常生活で残された数少ない喜びなのです。嚥

下問題を解決することは、ただ単に、肺炎、窒息、脱水症状、栄養失調を予防するだけではなく、

人生の質を高めることなのです。というのも、食事は我々の楽しみの中でも最大のものなのですか

ら。」 
今、ブランド米のおかゆ、すりつぶした野菜、経管栄養などに、ともすると頼りがちな従来の食

事形態から本当の意味での「お客様第一主義」に変えようと「風の音」のようなレストランが、努

力しています。 
現在、老人のニーズに合わせた食事を提供する場所には高級ホテルがあります。例えば大阪のニ

ューオータニや栃木の日光金谷ホテル（東京から 140 キロ離れている）など。そしてそこでは、お

客の特別な要望に喜んで応えています。例えば、刻みコース料理とか裏ごしコース料理を用意して。

またカジュアルな牛丼チェーン店の「吉野家」では柔らかく煮込んだビーフシチューを特性容器に

入れて老人ホームや病院に配達しています。 
しかし、裏ごししたり、刻んだりして調理することは呑み込み易くはするが、そうしてもなお嚥

下ができない人もいると医者たちは言っています。裏ごしたものは一気にのどを通過し（味わう暇

がないということか）、また刻んだものは誤嚥してしまう可能性があります。聖隷クリストファー

大学の発話・言語・聴取の治療専門家である「しばもと いさむ」先生によれば、現在５００万人

の嚥下困難患者がいて、１０年後には６６０万人になるだろうとのことです。「むつあい老人ホー

ム」で行っているような調理はあまりにも時間がかかりすぎるので、同じように調理して料理を提

供することができるレストランは少ないのです。そのため、かなり重症の嚥下困難者で外食する人

がほとんどいないという結果を生んでいます。 
レストラン「風の音」は調理場が狭いので、真空調理器やゼリー状の材料を型にはめる作業台が

置けません。老人ホームのグループが来店した日には、支配人（店長）の「ひろせ もとこ」さん

は、調理場の一角で立ったまま、炒め物の材料のイカやネギを刻んだり、ミキサーにかけたりして

います。このレストラン「風の音」は「アイシマ」が所有・運営しています。「アイシマ」は神奈

川県内に 21 の認知症対策の施設を展開している地域福祉施設運営会社です。創業者で最高経営責

任者（社長）の「あいざわ としひこ」氏はこのように述べています。「外食をしたがっている入

居者の要望に応えてこのレストランを開きたいと思いました。」「あいざわ」氏は車いすが通れる

幅広い通路と車いすで入ることのできる 3 つの広いトイレを設計しました。日本の多くのレストラ



ンは立地面積が狭く車いす移動のスペースがなく、歩くのにも苦労するほど狭いのです。エレベー

ターのない階上にあったりして利用者には障害になっています。 
ここで「風の音」の利用客の感想を聞いてみましょう。 

「むらさわ けさみ」さん（83 歳）、レストランで外食することにより普段味わえない多くの種

類の「味」を楽しむことができました。イカとねぎの炒め物は「本物の味がしました」とのことで

す。 
「うえむら やすじ」さん（80 歳）、刻んで調理した食事でしたが、ねぎは噛み切れないと言っ

て残してしまいました。でも、満面の笑みを浮かべてこう言いました。「月に一度このレストラン

に外食しに来るのを心待ちにしています。」しかも英語でこう付け加えました。 ” I like, very good.” 
（青と赤紫のジャージ上下を着用） 
「風の音」の客の大半は食事制限の必要な老人患者ではなく、比較的安価（費用対効果に優れた）

なランチを楽しむ一般の人たちです。ブロッコリーと牛肉のオイスターソースあえやエビと豆のチ

リソースあえが好評とのことです。奥の部屋の長テーブルで老人ホームの入居者たちが食事をして

いる間に、手前の部屋では常連客達のグループが食事を楽しむ光景が見受けられます。二人の友人

とここに食事に来た「あいざわ よしみ」さん（46 歳の教師）は様々な年齢の常連客がいること

とメニューを高評価しています。そしてこう言いました。「ここは素晴らしいと思います。でもこ

のようなレストランはまだまだ珍しい存在だと思います。」 
「アイシマ」創業者の「あいざわ」氏は、「もとからいる顧客にのみ頼っていては収益を上げる

ことはできません。日本は高齢化社会に突入してしまったのですから、レストラン産業はこの変化

を無視してはやっていけません。若者の数が少ないのだから、シニア層を取り込まないとやってい

かれないのです。」と述べました。 
 
写真の説明文 
 「風の音」（老人客中心の料理を提供しているレストランの一つです）で食事をしている老人

ホーム入居者さんたち 
 
 

（ぽかぽかプラザ 学習支援 菱田和夫氏翻訳） 


